
CHALLENGE! 4　水環境インパクト 最小化チャレンジ

工場における節水の取り組み

トラック・バスを製造するのに水はなくてはならないものです。それだけに貴重な水資源を有効活用すべ
く、日野自動車は長期環境ビジョン「日野環境チャレンジ2050」を策定し、日々の水使用量低減に取り組
んでいます。今後も「水環境インパクト最小化チャレンジ」達成に向け、身近な範囲にも目を向けた節水活
動に取り組んでいきます。

古河工場のキャブ塗装工程にて環境負荷低減に対応した塗装設備「ドライブース」を導入しました。
従来方式では塗料ミストを水膜で除去したうえで薬品を使用して塗料を回収していましたが、新方式としてフィル
ターと炭酸カルシウムを使用し、水や薬品を使用しないシステムとしました。

│事 例│ 水を使わない塗装ミスト回収技術の導入

主な取り組み事例
◦節水パトロールによる無駄な使用（漏れ･オーバーフロー〈垂れ流し〉）の撲滅
◦節水への啓発活動（ポスターによる呼びかけなど）
◦雨水および排水処理場処理水の有効利用

ドライブースの構造 ドライブースの仕組み
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